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編 集 後 記

　今年度も，12 月最終号発行の時期となりました．
ようやく季節が様変わりした実感が得られつつある
昨今です．とはいえいまだに冬か夏かわからぬよう
な，微妙な天候に見舞われる日もあるようです．思
春期・思春期前の子どもたちの心も同様で，ちょっ
としたことで良くも悪くも影響を受け，彼らの繊細
さ，感受性の豊かさ，可能性の大きさに，驚かされ
ます．
　今号の特集は「子どもの自傷・自殺」です．最近
10 年間の変遷として，子ども（0～14 歳）の不慮の
事故・交通事故による死者数は，半減以上の減少を
得ています．一方，子ども（0～14 歳）の自殺によ
る死者数は 2 倍程度も急増しており，子どもの死因
として極めて深刻な問題となっています．今回の特
集では，子どもの自傷・自殺にかかる近年の動向，
救急医・精神科医からの視点，その予防について学
校・家庭そして小児科医としてできることについ
て，第一線の専門の先生方から御解説いただきまし
た．そのほか，JAK 阻害剤の最近の話題などについ
ても，さまざまな症例報告等と併せて，貴重な原稿
をいただいております．
　子どもの自傷・自殺は，非常に重い課題です．し

かし，子どもの死因としてこれだけその重要性が増
している現代において，その時代に生きる私たち小
児科医としては，どのような専門であっても正面か
ら対峙せざるを得ないものとなっています．これは
小児科医だけで対処できるものではなく，救急医・
精神科医と連携し，家庭・学校を巻き込み，社会全
体が子どものことを第一義にしっかりと考えること
で，初めてそのスタートラインにつくことができる
課題です．まさに，小児科医としてのアドボカシー
が問われる課題のひとつと言えるのではないでしょ
うか．将来のわが国を担う大切な子どもたちが，
biopsychosocial に健全に育ってゆくために，私たち
が小児科医として何ができるか，きたる新年を前に
改めて考え直す上でも，要所をおさえた読み応えの
ある特集になっているものと思います．ぜひ御一読
いただけますと幸いです．
　いよいよ本格的に冬の寒さがやって参りますが，
くれぐれもお身体ご自愛の上お過ごしください．皆
様におかれましては，どうぞ良い新年をお迎えくだ
さい．
 （清水　直樹）
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